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▲3区・泉ケンタさん

▲6区・やまのい和則さん ▲4区・北神けいろうさん

▲京都府自治振興課・山﨑課長

▲久御山・信貴町長 ▲八幡・川田市長

▲福知山・大橋市長 ▲京田辺・上村市長▲京丹後・中山市長

▲城陽・奥田市長 ▲井手・脇本副町長▲木津川・谷口市長

第
２７
回
参
議
院
全
国
比
例
区
選
挙 

自
治
労
組
織
内
候
補
予
定
者

岸
ま
き
こ

岸
ま
き
こ

声
を
力
に
一
歩
前
へ

　

１０
月
２７
日
、
第
５０
回
衆
議

院
選
挙
の
投
開
票
が
行
わ
れ

た
。
自
公
は
２
１
５
議
席
と

１５
年
ぶ
り
に
過
半
数
を
下
回

っ
た
。
一
方
、
立
憲
民
主
党

は
１
４
８
議
席
と
大
幅
に
議

席
を
伸
ば
し
た
。

　

府
内
で
は
府
本
部
が
推
薦

す
る
候
補
者
が
議
席
を
獲

得
。
３
区
の
泉
健
太
さ
ん
、

４
区
の
北
神
圭
朗
さ
ん
、
６

区
の
山
井
和
則
さ
ん
が
小
選

挙
区
で
勝
利
し
た
。
１
区
の

平
竹
耕
三
さ
ん
、
５
区
の
山

本
和
嘉
子
さ
ん
は
力
及
ば
ず

厳
し
い
結
果
と
な
っ
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
単
組

・
組
合
員
の
み
な
さ
ま
に
心

よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

　

自
治
労
は
、
２
０
２
４
現

業
・
公
企
統
一
闘
争
を
、「
笑

顔
が
集
う
地
域
を
め
ざ
し
自

治
体
現
場
力
に
よ
る
質
の
高

い
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
確
立
」

　

府
本
部
は
１０
月
１７
日
、
京

都
府
自
治
振
興
課
の
山
崎
課

長
に
２
０
２
４
賃
金
確
定
闘

争
要
求
書
を
提
出
し
た
。

　

す
べ
て
の
職
員
の
賃
金
引

上
げ
や
地
域
手
当
の
引
き
上

げ
、
人
事
評
価
制
度
へ
の
対

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
年
間
を
通

じ
た
取
り
組
み
を
展
開
し
て

い
る
。

　

府
本
部
は
１０
月
１７
日
、
京

都
テ
ル
サ
で
府
本
部
闘
争
集

応
、
働
き
方
改
革
の
実
現
な

ど
１０
項
目
か
ら
な
る
要
求
書

を
提
出
し
、
各
自
治
体
へ
の

助
言
を
求
め
た
。

　

回
答
交
渉
は
１２
月
２
日
を

予
定
し
て
い
る
。
積
極
的
な

参
加
を
お
願
い
し
た
い
。

会
を
開
催
。
８
単
組
６９
人
が

参
加
し
た
。

　

冒
頭
、
小
西
現
評
議
長
、

滝
川
公
企
評
議
長
よ
り
主
催

者
・
評
議
会
を
代
表
し
て
あ

い
さ
つ
。
技
術
継
承
や
人
員

確
保
な
ど
単
組
課
題
の
克
服

を
め
ざ
し
要
求
書
の
提
出
、

交
渉
の
実
施
を
訴
え
た
。

　

続
い
て
、
自
治
労
本
部
が

作
成
し
た
動
画
「
あ
り
っ
た

け
の
現
場
力
」
を
上
映
。
京

都
市
の
清
掃
職
場
を
取
材
し

た
清
掃
職
場
編
と
水
道
編
の

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
視
聴
し

た
。
最
後
に
川
戸
闘
争
本
部

事
務
局
長
の
発
声
に
よ
る
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会
し

た
。

　

今
年
は
運
転
免

許
証
更
新
の
年

だ
。
前
回
の
更
新

で
初
め
て
有
効
期

限
が
５
年
と
な
っ

た
の
が
少
し
嬉
し
か
っ
た
記

憶
が
あ
る
▼
最
近
、
更
新
時

の
運
転
者
講
習
が
オ
ン
ラ
イ

ン
で
受
講
で
き
る
よ
う
に
な

る
と
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取

得
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
と

な
る
が
、
ウ
ェ
ブ
手
続
き
を

済
ま
せ
れ
ば
、
本
来
免
許
更

新
会
場
な
ど
で
見
る
講
習
動

画
を
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
使
っ
て
、
い
つ
で

も
ど
こ
で
も
、
自
分
の
都
合

の
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
視
聴

で
き
る
と
い
う
。
来
年
３
月

か
ら
全
国
的
に
導
入
さ
れ
る

シ
ス
テ
ム
だ
▼
免
許
更
新
場

は
常
に
混
雑
し
て
い
る
イ
メ

ー
ジ
し
か
な
く
、
こ
の
時
期

が
来
る
と
億
劫
な
気
持
ち
に

な
っ
て
い
た
私
。
現
在
試
行

導
入
さ
れ
て
い
る
四
道
府
県

に
京
都
府
が
含
ま
れ
て
い
た

の
で
、
さ
っ
そ
く
あ
や
か
ろ

う
と
思
い
入
力
し
て
み
た

が
、「
あ
ん
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン

講
習
の
対
象
者
で
は
あ
り
ま

せ
ん
」
と
の
残
酷
な
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
…
。
ど
う
や
ら
対
象

と
な
る
の
は
、
優
良
又
は
一

般
運
転
者
の
み
で
あ
る
と
後

で
知
っ
た
▼
後
日
、
息
子
に

届
い
た
更
新
案
内
の
は
が
き

に
は
「
あ
な
た
は
オ
ン
ラ
イ

ン
講
習
の
対
象
者
で
す
よ
」

の
文
字
が
あ
っ
た
。�（
日
出
）

　2024人事院勧告では3年連続で月例給と一時金が引き上げられた。また社会と公務の
変化に応じた給与制度の整備において、地域手当を京都府全域で8％とするよう提示された。
　府本部は2024自治体賃金確定闘争の推進にむけ、10月下旬から11月にかけて、各単組と
連携して各自治体首長に要請書を提出。各単組との労使協議を基本とし、人勧完全実施に
よる月例給、一時金の引き上げを求めた。また、地域手当については人材確保の観点から
8％への引上げ、もしくは引き下げが提示されている自治体については現状維持を要請した。

2024確定闘争

人勧完全実施、地域手当8％の導入など

各自治体首長に要請各自治体首長に要請

京
都
か
ら

京
都
か
ら

��

政
権
交
代
へ

政
権
交
代
へ

笑顔集う地域を守ろう

第
５０
回
衆
議
院
選
挙

府
に
確
定
闘
争
要
求
書

府
本
部
推
薦
候
補
３
人
が
当
選

現業・公企統一闘争
府本部闘争集会
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京都市学職労

▲楳田博之さん

　

学
職
労
は
１０
月
１９
日
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
と
し

て
、
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催
。

あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、

１５
人
の
参
加
の
も
と
神
戸
・

六
甲
方
面
に
行
き
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
神
戸
ベ
イ
ク
ル

ー
ズ
。
関
西
最
大
級
の
豪
華

遊
覧
船
ロ
イ
ヤ
ル
プ
リ
ン
セ

ス
号
に
４５
分
間
乗
船
し
、
ゆ

っ
た
り
広
々
と
し
た
船
内
で

神
戸
港
を
満
喫
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
南
京
町
に
移
動
し

昼
食
と
散
策
。
午
後
は
六
甲

山
牧
場
で
バ
タ
ー
作
り
の
体

験
を
し
ま
し
た
。

　

ボ
ト
ル
の
中
の
生
ク
リ
ー

ム
を
１０
分
く
ら
い
上
下
に
強

く
振
り
続
け
、
固
ま
っ
た
状

態
に
な
れ
ば
バ
タ
ー
の
で
き

あ
が
り
。
完
成
し
た
バ
タ
ー

を
ク
ラ
ッ
カ
ー
に
付
け
試
食

も
し
ま
し
た
。
体
験
時
間
は

３０
分
く
ら
い
で
し
た
が
、
み

な
さ
ん
子
ど
も
に
戻
っ
た
み

た
い
に
雨
も
吹
き
飛
ば
す
く

ら
い
の
勢
い
で
楽
し
く
は
し

ゃ
い
で
い
ま
し
た
。
親
子
で

参
加
さ
れ
る
方
も
い
て
和
気

あ
い
あ
い
の
１
日
を
す
ご
し

ま
し
た
。

　

来
年
も
皆
さ
ん
と
交
流
を

深
め
工
夫
し
て
実
施
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

自
治
労
は
１０
月
４
～
５

日
、
島
根
県
松
江
市
を
中
心

に
第
４０
回
地
方
自
治
研
究
全

国
集
会
を
開
催
。
２
７
０
０

人
が
参
加
し
、
京
都
か
ら
は

京
都
自
治
研
の
受
賞
者
を
含

む
２４
人
が
参
加
し
た
。

　

１
日
目
の
全
体
集
会
は
、

石
上
委
員
長
の
主
催
者
あ
い

さ
つ
、
来
賓
祝
辞
、
基
調
提

起
を
受
け
た
。
基
調
提
起
で

は
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
は
中
央

集
権
的
な
政
策
に
振
り
回
さ

れ
地
方
自
治
が
軽
視
さ
れ
て

き
た
。
地
域
や
職
場
か
ら
自

治
が
失
わ
れ
て
い
く
中
、
住

民
の
豊
か
な
社
会
を
実
現
し

て
い
く
に
は
自
治
研
の
再
生

が
必
要
。『
創
ろ
う
市
民
自
治

の
豊
か
な
社
会
』
を
テ
ー
マ

に
、
自
治
の
再
興
と
自
治
研

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
を
図
る
た
め
、

新
た
な
自
治
研
の
扉
を
開
く

き
っ
か
け
と
し
た
い
」
と
訴

え
た
。
そ
の
後
、
働
き
方
研

究
家
・
西
村
佳
哲
さ
ん
を
フ

ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
、
立
教

大
学
准
教
授
・
藤
井
誠
一
郎

さ
ん
、
自
治
労
東
大
阪
・
前

田
真
さ
ん
に
よ
る
自
治
研
セ

ッ
シ
ョ
ン
「
１
％
の
仕
事
か

ら
考
え
る
。
課
題
が
価
値
に

変
わ
る
と
き
」
を
聞
い
た
。

　

２
日
目
は
９
つ
の
分
科
会

が
行
わ
れ
た
。
第
４
分
科
会

「
も
う
知
ら
な
い
で
は
済
ま

さ
れ
な
い
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
」

で
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
や
Ｓ

Ｏ
Ｇ
Ｉ
理
解
増
進
法
に
つ
い

て
学
ん
だ
。
府
本
部
選
出
の

自
治
研
推
進
委
員
・
楳
田
博

之
さ
ん（
自
治
労
京
都
市
職
）

が
座
長
を
つ
と
め
、
ト
ラ
ン

ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
女
性
弁
護

士
と
し
て
活
躍
す
る
仲
岡
し

ゅ
ん
さ
ん
が
講
演
。「
Ｓ
Ｏ

Ｇ
Ｉ
は
す
べ
て
の
個
人
に
と

っ
て
尊
重
さ
れ
る
べ
き
大
事

な
概
念
。
ひ
と
り
ひ
と
り
を

尊
重
し
、
寄
り
添
う
風
土
を

つ
く
る
こ
と
が
大
切
」
だ
と

学
ん
だ
。

　

地
域
や
社
会
を
よ
り
良
い

方
向
に
変
え
て
い
く
実
践
の

場
と
し
て
自
治
研
活
動
を
す

す
め
よ
う
。

　

府
本
部
現
評
清
掃
部
会
は

１０
月
１９
日
、
ハ
ー
ト
ン
ホ
テ

ル
京
都
で
第
１４
回
清
掃
集
会

を
開
催
。
５
単
組
２４
人
が
参

加
し
た
。

　

冒
頭
、
奥
村
部
会
長
か
ら

「
八
幡
市
と
し
て
能
登
半
島

地
震
の
災
害
派
遣
に
参
加
し

た
が
、
事
前
に
京
都
市
と
情

報
交
換
す
る
こ
と
で
ス
ム
ー

ズ
な
活
動
を
行
う
こ
と
が
で

き
た
。
横
の
つ
な
が
り
の
必

要
性
を
改
め
て
感
じ
た
。
ま

た
、
能
登
で
は
清
掃
職
場
が

委
託
さ
れ
自
治
体
と
の
連
携

が
取
り
づ
ら
か
っ
た
面
が
あ

る
。
委
託
化
を
進
め
る
自
治

体
が
増
え
て
い
る
が
、
結
果

と
し
て
地
域
住
民
に
迷
惑
と

な
る
こ
と
も
あ
る
。
自
分
た

ち
の
働
く
自
治
体
や
住
民
を

守
る
た
め
に
も
、
清
掃
部
会

と
し
て
活
発
な
活
動
を
す
す

め
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
続

い
て
来
賓
の
増
永
府
本
部
書

記
長
よ
り
激
励
の
あ
い
さ
つ

を
受
け
た
。

　

そ
の
後
、
奥
本
事
務
局
長

よ
り
活
動
報
告
、
運
動
方
針

案
、
役
員
体
制
案
を
提
案
。

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
、
新

し
い
部
会
長
に
は
丸
岡
良
洋

さ
ん
（
八
幡
市
職
労
）
が
選

出
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
中
川
本
部
現
評

清
掃
部
会
長
よ
り
「
清
掃
職

場
の
現
状
と
中
央
情
勢
」
と

題
す
る
報
告
を
受
け
た
。

　

府
本
部
は
１０
月
１３
日
、
第

２０
回
京
都
府
内
学
童
保
育
・

児
童
館
職
員
・
保
育
士
集
会

を
宇
治
市
内
で
開
催
。
３
単

組
３９
人
が
参
加
し
た
。

　

大
阪
健
康
福
祉
短
期
大
学

子
ど
も
福
祉
学
科
の
代
田
盛

一
郎
学
科
長
教
授
を
講
師
に

招
き
、「
保
育
に
お
け
る
集

団
の
あ
り
方
～
異
年
齢
集
団

に
つ
い
て
の
中
で
発
達
段
階

に
応
じ
て
集
団
か
ら
学
ぶ
こ

と
～
」
と
題
し
た
講
演
を
聞

い
た
。

　

講
師
は
「
５
歳
か
ら
１３
歳

頃
の
学
童
期
は
、
活
動
を
通

し
て
自
分
の
得
意
、
不
得
意

を
知
る
時
期
。
遊
び
を
通
し

て
他
者
と
関
わ
り
な
が
ら
ル

ー
ル
を
知
り
、
守
る
よ
う
に

な
る
こ
と
が
大
事
。
集
団
の

中
で
役
割
を
見
つ
け
、
積
極

的
に
関
わ
る
こ
と
が
成
長
に

つ
な
が
る
」
と
説
明
。

　

異
年
齢
集
団
の
関
わ
り
の

留
意
点
と
し
て
、「
①
子
ど

も
達
に
対
等
平
等
で
あ
り
自

主
的
な
関
わ
り
合
い
を
作
り

出
す
。
②
子
ど
も
達
に
と
っ

て
拠
点
と
な
る
よ
う
な
居
場

所
を
作
り
出
す
。
③
子
ど
も

達
の
内
部
に
あ
る
も
の
を
自

主
的
に
話
し
合
え
る
環
境
を

作
り
出
す
こ
と
」を
あ
げ
た
。

　

保
育
の
中
で
、「
様
々
な

発
達
過
程
に
あ
る
子
ど
も
が

関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
工
夫
す
る
事
で
、
子
ど
も

同
士
が
意
見
を
出
し
、
話
し

合
い
に
よ
っ
て
企
画
や
行
事

ご
と
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
こ
と
や
様
々
な

刺
激
を
受
け
成
長
し
、
社
会

性
を
身
に
つ
け
て
い
く
こ

と
」
な
ど
を
学
習
し
た
。

　

集
会
後
半
に
は
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
実
施
。
意
見
交
換

や
日
々
の
悩
み
を
話
し
合
い
、

講
師
の
言
葉
に
共
感
し
な
が

ら
、
今
後
の
保
育
へ
の
ヒ
ン

ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

横のつながりを大切に横のつながりを大切に

知らないのはもったいない！
この機会に保障の見直しを

2025年4月発効／新規・継続募集中
自治労組合員だけが加入できる特別な共済
掛金を抑えて手厚い保障 この機会にご検討を

所属の組合まで申込書類提出先2025年4月1日から1年間共済期間
※各単組、支部により申込書受付の締切日は異なります。
　詳しくは所属の組合までご確認ください。

島根で全国自治研集会

創
ろ
う
、市
民
自
治
の
豊
か
な
社
会

保
育
に
お
け
る
集
団
の
あ
り
方
を
学
ぶ

保
育
に
お
け
る
集
団
の
あ
り
方
を
学
ぶ

府本部第14回清掃集会

第20回京都府内学童保育
・児童館職員・保育士集会

自治労きょうと 2 0 2 4 年 1 1月1 5日 （第三種郵便物認可） 第 8 8 6 号（ 2 ）　


